










研究目的 

我々は先天性心疾患,心奇形のうち単一遺伝子異常や染色体異常症候群に属さない,すなわ

ち,多因子遺伝のしきい説で説明される心奇形症例について,その成因,遺伝学的,形態形成

学的カテゴリゼーションを行ってきている。心室中隔欠損の形態形成学的,解剖学的分類,

解剖学的部位別発生頻度と人種差の存在,VSD と ABO 型の関連,純型肺動脈弁狭窄症と ABO

型との関連,赤血球 AcP,6-PGD,PGM との関連,門錐動脈幹奇形と特有顔貌などについて報告

してきた。今回は,1)肺動脈弁狭窄症(心室中隔欠損を伴わない)と解剖学的に一連のつなが

りがみられ,形態形成,成因的な類似性が推測される純型肺動脈弁閉鎖症(心室中隔欠損を

伴わない)とABO血液型との関連,2)表 1に示した赤血球酵素6PGD,GL01,EsD,AcP,PGM,GPT,

AdD の多型頻度と心奇形との関連の 2つについて検討してみた。 


